
岩手県医師会 広報活動事例
１．ネット動画配信による四師会長対談企画
２．医学生へ「医療プロフェッショナリズム」講義
３．岩手県女性医部会と岩手医科大学学生との懇談会
４．県民公開講座「いわて健康塾」
５．県民公開講座「アドバンス・ケア・プランニング」



１．ネット動画配信による四師会長対談



・背景及び目的について
岩手県は、日本全国が直面している少子高齢化と人口減少の影響により、「医

療需要の変化」「医療従事者の不足」「地域格差の拡大」など深刻な課題に直面し
ている。これらの課題に対応するためには、医療専門職や行政、地域住民が一体と
なった取り組みが不可欠で、岩手県の現状や課題の可視化、今後の具体的な対策や
連携施策の提案、一般県民への情報発信と理解促進の一助として活用できる。

・期待される効果について
県医師会・県歯科医師会・県薬剤師会・県看護協会の公式見解や取り組みを県

民に直接伝えられる。また、他団体や行政との連携を具体的に示せることで、協働
意識を高められる。県民をはじめ視聴者には、信頼の高い情報や方針を知らせるこ
とで、県民自身の健康や医療への関わり方を考えるきっかけが期待できる。



ネット動画配信による四師会長 対談企画
「いわて医療・介護ミライＬＡＢ～岩手県・医療介護の現状と未来を語る～」

YouTube配信について

令和６年７月盛岡市内で収録が行われました本対談企画は人材会社との連携・企画によ
り、医療介護の課題に対して考える場を作りYouTubeを通して発信しました。岩手県医師
会 本間 博会長、岩手県歯科医師会 佐藤 保会長、岩手県薬剤師会 畑澤博巳会長、岩手県
看護協会 相馬一二三会長４名が参加して対談が行われたものを収録・配信しています。

内容は、岩手県の抱えている医療の現状と課題、課題に対する各会の取組状況、これら
の課題への取り組みを通して今後の展開を行う上での構想について、各会の報告説明を行
いながら対談が行われています。次のテーマに沿って、３つの動画配信が行われています。



#05 「人口減少における医療現場の現状と課題、解決と協力について」No.1
テーマ：岩手県の医療課題の現状、医療従事者の働き方改革、妊産婦 小児医療の問題、医
薬品の安定供給に向けての課題
（https://youtu.be/4GI46BJevEo）

#06「人口減少における医療現場の現状と課題、解決と協力について」No.2
テーマ：課題解決に向けての取り組み、医療従事者の偏在と人材不足の現状、DX化の現状
と課題
（https://youtu.be/GxeplrC87TY）

#07「人口減少における医療現場の現状と課題、解決と協力について」No.3
テーマ：医療・介護における多職種連携のあり方、岩手県民に向けて一言
（https://youtu.be/T_29RkHKVFI）
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２．医学生へ「医療プロフェッショナリズム」講義
岩手県医師会 本間博会長が、医学部4年生を対象

に「地域医療と医師の役割」と題し、医師としての
社会的責任、医師会の歴史・役割、行政のカウン
ターパートとしての医師会、医療政策が実現するま
での過程の他、日本医師会や岩手県医師会が行う会
員への各種支援について触れ、卒業後に医師会への
関心を寄せていただくべく内容にて講演。

その後、佐久総合病院（長野県）藤澤郁哉先生、
盛岡市立病院 藤原裕大先生、千田クニック 千田恵
美先生の３名による地域医療に関した講演後に、岩
手医科大学の佐々木真理医学部長・伊藤智範教授の
司会の下「地域医療と医師会の役割を咀嚼する」と
いうテーマでフリートーキングが行われ、地域医療
の実際と医師会役割の認識を深め、また将来におけ
る自分のキャリアを実感していただけたと思われる。



３．岩手県医師会女性医部会と
岩手医科大学学生との懇談会

日本医師会女性医師支援センター「医学生、研修医等をサ
ポートするための会」の助成を利用して開催。令和６年度は、
女性医部会設立23年目にあたり、本懇談会も設立以来19回目
となり、コロナ禍が明けてから、ようやく再開できた対面式で
の開催になった。岩手医科大学副学長 酒井明夫 先生による
「西洋史における女性治療者の足跡」と題した講演が行われた。
参加者数は65名で、これまでで最多の人数で、女子学生を中心
に、県内の女性医師も多数参加いただき、情報交換会でも充実
した時間を持つことができたと考えられる。



４．県民公開講座「いわて健康塾」
専門医が医療の知識や考え方について伝える県民公開講座「いわて

健康塾」を開催。眞瀬智彦岩手医科大学救急・災害医学講座教授、岩
手県高度救命救急センター長が「過去の災害から今後 の巨大災害に
備えよう～災害医療の現状と 避難時の心得～」と題して講演した。
約８0名の来場者を迎え、講演後に座談会形式で参加者からの質問に
も回答され盛会であった。
【主催】岩手県医師会、岩手読売会、読売新聞盛岡支局、テレビ岩手
【後援】岩手県、盛岡市、エフエム岩手



５．県民公開講座
「アドバンス・ケア・プランニング（ACP）」

■アドバンス・ケア・プランニング(ACP)についての県民公開講座
を開催。岩手県医師会における ACPの取り組みについて紹介し岩手
県医師会在宅医療センターの事業として、ACP県民公開講座、サ
ポーター養成研修会、出前講座といった取り組みを行ってきたこと、
『わたしの「生きる」ノート』の紹介を行った。その後、岩手県民
の「生きる」を支える会議議長・岩手医科大学緩和医療学科特任教
授 木村祐輔先生より「アドバンス・ケア・プランニング (ACP)につ
いて一緒に考えてみません か？」と題して講演が行われた。特別講
演は、碧祥寺住職・社会福祉法人光 寿会 太田宣承理事長により
「一人十色の 死生観～最期も私らしく生きるために～」 と題して
行われた。約180名の来場者であった。

■公開講座終了後のアンケート結果
・ACPについて知ることができ、あらためて死にむかうときの心構
えを考えておくことが自分のみでなく、家族やまわりの人にとって
も必要と感じた
・ACPは、相手の人生を聴くことだなと思った
・今と10年後、考え方が変わっているかもしれないため、ずっと考
え続けていくことが必要なのだと感じた



わたしの「生きる」ノート わたしの「生きる」ノート
サポートブック

入院などをきっかけに、
今後、重病になったり体の
機能が落ちたりした時のこ
とに備えて、どこでどのよ
うな生活を希望し、どのよ
うな医療を期待し、さらに
尊重してほしいこと、やっ
てほしくないことなどにつ
いてあらかじめ患者と家族
や大切な人、医師、ヘルス
ケアスタッフなどが何度も
話し合いそのプロセスを
「患者の思いを記入する
ノート」。
岩手県医師会ホームページ
よりダウンロードできます。
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